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１．研究計画の概要 
 本研究では，過去に悲惨な公害を経験した
四日市地域において，大気循環及び水文循環
に焦点をあて，以下の事項の検討及び解明を
行う。 
（１）四日市地域において，現在，どのよう
な形で沿岸域地下水や海底底質中に過去の
公害の痕跡が残っているか，沿岸域の生態系
への環境負荷についての再評価と，公害発生
から現在に至るまでの環境復元プロセスを
モデルとして構築する。 
（２）現在，四日市公害発生当時と同様の社
会及び自然環境に直面している韓国・麗水地
域において，環境汚染の実態解明を行うとと
もに，その結果に基づいて，四日市における
環境復元モデルを転用することにより，深刻
な環境負荷を受けた地域における環境改
善・保全戦略について提言を行う。 
 
 
２．研究の進捗状況 
本研究は順調に進行している。特に，これ

までほとんど明らかにされていなかった四
日市公害から 40-50 年経過した現在の四日市
地域の環境実態について，硫黄・酸素・水素・
ラドンなど種々の同位体の分析を通じて成
果が出始めている。また，大気－水文環境復
元モデル構築のための四日市地域の長期の
気象及び大気汚染濃度テータ及び井戸水・地
下水の収集・分析を行っている。 
 韓国・麗水国家産業団地における環境調査
については，韓国全南大学麗水キャンパスの
趙 ヒョンソ教授の協力を得て，産業団地内
外の２ヶ所に降水量を設置し，降水量の記録
及び降水量の採集を行い，水質分析を行って

いる。なお，産業団地内外の６ヶ所の地下水
の採集を毎月行い，水質分析を行っている。
なお，韓国中央大学の金 正仁教授の協力を
得て，環境経済的分析を行うための産業団地
のデータの収集，分析を行っている。 
 これまでの研究成果については，内外の学
会（日本地理学会・国際生気象学会・大気環
境学会など）や国際環境シンポジウム（国内，
韓国など）を通じて積極的に研究発表を行っ
ている。 
 一方で，地下水流動及び沿岸域の総合的な
大気―水文環境の特別調査においては，移動
途中の自動車事故によって（後部から追突さ
れ，機械の損傷を受ける）中止となり，海外
調査については最終年度での大幅な見直し
を行った。しかし，これまでの調査に基づく
チームワークができていることから，平成 22
年度の夏に予定されている特別研究の実行
に向けて着実に準備を行っている。 
 
 
３．現在までの達成度 
 ②おおむね順調に進展している。 
現段階で雑誌論文執筆などの具体的成果

には至っていないが，平成 21 年度に実施で
きなかった韓国・麗水での環境調査以外は，
ほぼ予定通り進んでいる。日本での研究対象
地域である四日市地域では，自治体や地元か
らも強い関心を寄せられている。 
 
４．今後の研究の推進方策 
昨年度実施できなかった麗水における環

境調査については，9 月頃に実施を予定して
おり，その後の分析結果が出次第取り纏めに
入る。成果については，今年度中に 2～3 回

 



 

程度の国内外での学会発表を行い，その後論
文執筆を行う予定である。 

環境モデルについては，韓国研究者と日本
側の環境経済担当研究者の間で進められて
おり，最終年度内での一定の成果が出る見込
みである。さらに今年度中には，研究成果を
含む図書の執筆と刊行を予定している。 
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